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の周辺』ー かさね・打出一」風俗史学、 二十五号、 二00三年。日向一雅 『源氏物語 その生活と
文化 J中央公論美術出版、 二00四年。川本重雄 『寝殿造の空間と儀式』中央公論美術出版、二
00五年。飯淵康一『平安時代貴族住宅の研究J中央公論美術出版、二00六年、同『続平安時代
貴族住宅の研究J二0ー0年。太田静六 『寝殿造の研究』吉川弘文館、 二0ー0年 （新装版）。 詫
間直樹「里内裏一条院の沿革と構成」 『書陵部紀要』六二、二0一一年。
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④滝川幸司「儀式の場と和歌の地位一天徳内裏歌合をめぐって一」兼築信行 ・田淵句美子編①前掲書。
⑤森田直美 『平安朝文学における色彩表現の研究J風間書房、 二O一一年
［付記］
本発表の一部は、平成二十一年度～二十三年度人間文化研究機構国文学研究資料館特定研究 「陽明
文庫における歌合資料の総合的研究」 （代表者中村康夫）として推進し、赤浮真理「歌合の場一女房
の座を視点として」国文学研究資料館編 『近衛家王朝和歌一千年の伝承』勉誠出版二O一一年にまと
めている。
参考文献
『歌合集』『日本古典文学大系』七四、岩波書店、一九七一年。『平安時代史事典』角川書店、 一九
九四年。『袋草紙J『新日本古典文学大系』二九、岩波書店、 二00五年。山本啓介「歌合の場」国文
学研究資料館編『近衛家王朝和歌一千年の伝承』勉誠出版、 二0一一年。
＊討議要旨
今西祐一郎氏は、寝殿造において公卿は廟、殿上人は外という格差を変えることは不可能で、その
点については「受け止めさせられた」「受け止めざるを得なかった」とし、うのが正確ではなかろうか
と指摘した。それに対し発表者は、後冷泉朝期にそれを積極的に継承する姿勢があったのだという考
えを示した。また今西氏は、天徳四年に外を包み込んだ場所構成であったのが、院政期には完全に中
になっているという違いをどう考えるかと質問した。それに対し発表者は院政期になると、貴族社会
の遊興の場における身分秩序が徐々に崩壊し、異なる人々が同じ場所に座れるようになるのだと回答
した。また、私的な空間であることが、それが早い時期に起こる要因となっているとも述べた。武井
協三氏は歌合の場において男女の席がどの程度厳密に分けられたのかと質閉じた。それに対し発表者
は、女性の座は御簾の中に必ず設けられ、歌合では女性の座が特に重要視されたと回答した。それを
受け小嶋菜温子氏は、童は男女の区分にとらわれるのかと質問し、発表者は、童は歌合では算刺の役
を務めるが、女性が催した歌合では女童がそれを担当したと回答した。中村康夫氏は、村上朝期の歌
人たちに比べて後冷泉朝期の歌人たちの身分が上がっていることを指摘し、歌人たちを取り巻く時代
的変化を動的に捉えた研究になることを求めた。それを受けて発表者は、村上朝期に歌人は歌合の場
に登場できなかったのに対し、後冷泉朝期になると歌人は方人として場にあらわれてくるようになる
ことを報告した。
一190-
